
外務省医療職採用案内

●応募方法／外務省ホームページに募集要項を掲載しま
すので、是非ご覧下さい。

2024年6月現在

テレワーク及びフレックスタイム制の活用



医療面から在外公館の館員・家族を支える外交官

2010年6月 入省
 在アンゴラ日本国大使館
 参事官兼医務官
2013年4月 在上海日本国総領事館
 領事兼医務官
2016年5月 在キューバ日本国大使館
 参事官兼医務官
2019年8月 在エクアドル日本国大使館
 参事官兼医務官
2022年3月 在ミクロネシア日本国大使館
 参事官兼医務官　
2023年9月 現職

外務省の診療所には在外医務官を経験した医師が数名常勤し
ています。診療所としては外来診療と健診が主な業務となります。
一般外来：通常の診療です。予防接種外来：在外公館に赴任す
る方に、任地に適した予防接種計画を立案し、予防接種を行いま
す。赴任前健診：赴任前の健康状態を把握し、持病がある場合に
は赴任に耐えうるのか、また赴任継続のための情報を入手し、必
要に応じて担当医務官に情報を伝えます。帰朝健診：帰朝後の
健康状態のチェックを行います。他に超過勤務者に対する面談：
産業医的な業務を行っています。在外での緊急移送の支援（当番
制）：担当医務官と連絡を取り、必要な支援を行います。
在外医務官をしていると、介護や病気、お子様の受験等といっ

た理由で帰国せざるを得ない事情が出てきます。そのような場合、
帰国理由となった事情が解決するまで一旦外務省診療所で働く
ことが可能です。事情が解決した後は、ほとんどの医務官が在外
公館へ再び赴任されています。
外務省診療所では、省員への医療サービスだけでなく、医務官

勤務を継続しやすくするための支援も行っています。

外務省診療所は、医療サービス提供に加えて
在外医務官支援の役割も

大臣官房会計課福利厚生室　医師

髙次 寛治

　外務省は毎年在外公館医務官を募集・採用しています。
　医務官に採用された方には世界各国に所在する在外公館（大
使館・総領事館）に赴任し、そこで働く館員とその家族の健康
管理に当たって頂くことになります。また、赴任した国や担当国
の医療事情について調査し邦人に対して情報を発信することも
重要な任務です。緊急時の邦人援護を行うこともあります。
　赴任頂く国は、生活環境や医療状況が日本と大きく異なる国
もあり、様々です。その一方で、任国での生活や人々との交流を
通じてその国の文化や歴史に触れる機会もあり、こうした経験
は海外勤務の魅力の一つかと思います。世界を舞台に医療の分
野で日本のために貢献したいという思いをお持ちの方、是非こ
のパンフレットをご覧頂ければと思います。

外務省大臣官房福利厚生室長

永吉　昭一

　一度日本の臨床の場を離れ、海外から日本の医療を俯瞰して
みませんか。外務省医務官は、世界各地に身をおいて、日本で身
につけた知識とスキルを活かし、在外公館の館員とその家族の
健康管理、任国の医療事情及び感染症の流行状況の調査と報
告、緊急医療搬送のサポート等に従事し、新興再興感染症や大
規模災害に際しては、そこに居てこそ出来る情報収集や在留邦
人の健康確認等にも尽力します。求められるのは、医師としての
矜持、柔軟性と適応力、バランス感覚。そして語学力ではなくコ
ミュニケーション力です。大海原の向こう、異国の空の下での経
験が貴方を待っています。医師として外交官として、日本のため
に役立ちたいと思う皆様の応募をお待ちしています。外務省診療所長

宮村　和夫

大海原の向こうで医師として外交官として
日本のために



外務省医務官というと医療状況の悪い国ばかりに勤務すると考
えられがちですが、世界各地の拠点となる国にも医務官は配置さ
れています。私は発展途上国6か国を勤務した後に英国ロンドンで
勤務する機会を得ました。先進国での医務官の職務は、発展途上
国とは少し異なっており、大使館に勤務する職員および家族の健
康管理に加えて、英国周辺の先進国にある大使館館員の健康相談
や巡回検診、要人来訪時の緊急医療対応などを担当することにな
ります。また医療事情の厳しい不健康地公館を支援することも業
務の一つです。このように仕事の内容は多岐にわたりますが、それ
ぞれやり甲斐のある仕事です。ロンドンは物価が高く昨今の円安も
相まって悩みの種ですが、スポーツや芸術鑑賞、パブ飲みなどプラ
イベートでも充実した生活を送っています。

外務省では毎年在外公館医務官（外務公務員医療職）を募集・
採用しています。

在外公館医務官のお仕事は、海外の在外公館（大使館・総領
事館）に赴任し、そこで働く館員とその家族を健康面からサポート
すること、それに赴任した国の現地医療事情を調査し、邦人に対
し情報を発信することです。在留邦人や邦人旅行者への健康相
談や緊急事態時の邦人援護を行うこともあります。

在外公館医務官に採用された方は、主に海外での勤務をして
頂くことになります。勤務する国は様々で、生活環境が厳しい国に
赴任頂くことも多くあります。その一方で様々な国で勤務されるこ
とで、その国の人々や文化と触れることもまた、海外勤務の魅力の
一つだと思います。海外勤務に魅力を感じられる方は是非このパ
ンフレットをご覧頂ければと思います。

医療面から在外公館の館員・家族を支える外交官

2004年4月 入省
 在ガーナ日本国大使館
 一等書記官兼医務官
2007年7月 在カンボジア日本国大使館
 一等書記官兼医務官
2009年7月 在ウクライナ日本国大使館
 参事官兼医務官
2013年6月 在インドネシア日本国大使館
 参事官兼医務官
2016年7月 在ロシア日本国大使館
 参事官兼医務官
2019年9月 在イラク日本国大使館
 参事官兼医務官
2022年10月 現職

2010年6月 入省
 在アンゴラ日本国大使館
 参事官兼医務官
2013年4月 在上海日本国総領事館
 領事兼医務官
2016年5月 在キューバ日本国大使館
 参事官兼医務官
2019年8月 在エクアドル日本国大使館
 参事官兼医務官
2022年3月 在ミクロネシア日本国大使館
 参事官兼医務官　
2023年9月 現職

馬場　健
在英国日本国大使館 参事官兼医務官

2017年入省後、内戦後都市の荒廃と再開発が進むコートジボワー
ル、ゼロコロナ政策に揺れた中国、治安とインフラが急速に悪化する
南アフリカの3か国で勤務しています。医療は、国のあり方、人々の哲学
が大きく反映されます。国によって全く異なる医療の仕組みを学び、邦
人のよりスムーズで安全な受療に備えることは、その国と人を知ること
です。医療を切り口に見えることがたくさんあり、日々が新たな発見です。

海外生活はストレスや不安が常に存在します。主治医として同僚と
して、共に暮らし、生活を支え合い、厳しい環境でもすべての館員が身
体も心も元気でいられることを目標にしています。医療だけではなく、
生活すべてを一緒に乗り越えていける存在でありたいと思っています。

入省当時1歳だった長男と夫と共に海外生活を開始しました。今は
次男が加わり4人家族です。中国では毎日PCR検査、アフリカでは停
電のたびに水シャワー。大変なこともありますが、家族それぞれが貴重
な学びの機会を得ています。

2017年5月 入省
 在コートジボワール
 日本国大使館
 一等書記官兼医務官
2020年5月 在広州日本国総領事館
 領事兼医務官
2023年7月 現職

田邉　文

在南アフリカ共和国日本国大使館
一等書記官兼医務官

医務官業務は、よく「家庭医的」、「産業医的」といった言
葉で説明されますが、同じ医務官でも、任地によってその方
向性にはかなりの振れ幅があるように感じています。

例えば、初任地の南スーダンでは、種々の熱帯病が蔓延
し、館員が高熱を出すことがよくありました。大使館の医務
室でできる検査は限られるうえ、周辺の医療機関の信頼性
も乏しかったため、致死性疾患さえ除外できれば、その後は
診断の確定に固執せず、任地での治療継続の可否に主眼
を置いて治療にあたりました。国外搬送が必要な症例を見
逃さず、そのタイミングを見誤らないことに集中しました。

他方、3か国目のイスラエルでは、館員、帯同家族の数が
増え、乳児も含まれることから、対処すべき疾患の種類は飛
躍的に多くなりました。周辺に信頼できる医療機関が多数
あり、患者の生死に直結する治療方針の決定に携わる重責
からは解放されましたが、その代わり専門性の高い医療機
関に患者を紹介すべく、現地医師との人脈形成に注力する
ことになりました。

数か国に勤務すると、任地の医療水準や館員・家族数
の多寡により、医務官としてのタスクとスタンスに変化が生
じることに気づきます。この違いも医務官業務の面白さのひ
とつだと考えています。

2015年10月 入省
 在南スーダン日本国大使館 
 参事官兼医務官
2017年7月 在ドミニカ共和国日本国大使館
 参事官兼医務官
2019年12月 在イスラエル日本国大使館
 参事官兼医務官
2023年7月 現職

島田 卓治

在サウジアラビア日本国大使館
参事官兼医務官

外務省大臣官房福利厚生室長

上田　晋

2019年12月、COVID19の流行が始まり、正体不明の感染症
に世界中の医療関係者は混乱と疲弊に陥りました。外務省在外
公館の一員である医務官も、任国の感染状況情報収集、在留邦
人の健康確認や在外公館の外交官である館員の健康管理に少な
い資源の中、日夜対応いたしました。医務官はこのような緊急事
態における任務に加え、平時には在外公館の館員とその家族の健
康管理、任国の医療事情および感染症の流行状況の調査と報告、
緊急医療搬送のサポートを任務としております。世界を舞台に医
療という分野で日本に貢献する医師であり外交官、それが医務官
です。特別な資格や秀でた語学力ではなく、日本で10年以上培っ
た臨床力があり、今まで見たことのない世界の医療を見て、日本の
ために役立ちたいと思う方をお待ちしております。

世界を舞台に医療分野で日本に貢献する医師
であり外交官、それが「医務官」

外務省診療所長

平野 加容子

外務省の診療所には在外医務官を経験した医師が数名常勤し
ています。診療所としては外来診療と健診が主な業務となります。
一般外来：通常の診療です。予防接種外来：在外公館に赴任す
る方に、任地に適した予防接種計画を立案し、予防接種を行いま
す。赴任前健診：赴任前の健康状態を把握し、持病がある場合に
は赴任に耐えうるのか、また赴任継続のための情報を入手し、必
要に応じて担当医務官に情報を伝えます。帰朝健診：帰朝後の
健康状態のチェックを行います。他に超過勤務者に対する面談：
産業医的な業務を行っています。在外での緊急移送の支援（当番
制）：担当医務官と連絡を取り、必要な支援を行います。

在外医務官をしていると、介護や病気、お子様の受験等といっ
た理由で帰国せざるを得ない事情が出てきます。そのような場合、
帰国理由となった事情が解決するまで一旦外務省診療所で働く
ことが可能です。事情が解決した後は、ほとんどの医務官が在外
公館へ再び赴任されています。

外務省診療所では、省員への医療サービスだけでなく、医務官
勤務を継続しやすくするための支援も行っています。

外務省診療所は、医療サービス提供に加えて
在外医務官支援の役割も

大臣官房会計課福利厚生室　医師

髙次 寛治
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